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天文データアーカイブとは
ある観測時刻における、ある天域・天体の観測記録で
ある観測データを散逸しないよう保存し、後の利用に
供するもの

目的
・１つの観測データに含まれる情報は非常に多い 
⇒観測者の観測意図とは異なる研究に使用する

・再検証可能な科学成果を実現する
⇒データを再解析して結果を確認・検証することが可能

天文データアーカイブ
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SMOKAとは
SMOKA (Subaru-Mitaka-Okayama-Kiso Archive)
・ハワイ観測所 8.2mすばる望遠鏡 
・岡山観測所 188cm望遠鏡 
・木曽観測所 105cmシュミット望遠鏡 
・東工大 MITSuME望遠鏡 (明野、岡山) 
・東広島天文台(広島大)150cmかなた望遠鏡 

の公開データを提供するアーカイブ
・観測者占有期間が過ぎたデータを

SMOKAで公開
・データ請求には要ユーザー登録

http://smoka.nao.ac.jp

フレーム数 データ量(GB) 占有期間 Since

すばる 2,205,027 27,547.5 18ヶ月 1999~

岡山 363,403 4,167.0 2年 1991~

木曽 494,642 3,751.5 １年 1993~

東工大 6,033,669 12,413.7 １年 2007~

東広島 190,472 1,924.1 18ヶ月 2010~
2014/8/4現在
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SMOKAの現状
現状; Version 3.6

・木曽観測所/KWFCのデータ公開開始(2013/10/3)

・HSCエンジニアリングデータ公開開始(2014/2/14)

・2kCCDのデータ最終観測(2012年2月末)まで公開(2014/6/3)

・フレーム数検索公開開始(2014/6/8)

・データ請求システム改良(2014/7/1)

・全天モニタ画像公開システム 運用開始(2014/3/20)
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SMOKAの現状
木曽観測所/KWFCのデータ公開開始(2013/10/3)
-CCD; 
         4MIT CCDs 
         4SITe CCDs 

-FOV;  
         2.2×2.2deg2

-現在公開しているデータ
の観測期間; 

2012/4/2~2013/5/30

(制御系改修;2013/6-2013/8)

例;M31 (i-band)

2.
2d
eg

2.2deg



・個々のfitsデータ 
 -gzip(.gz) 

      -fpack(.fz) 
      -not compress

・データ全体を 
まとめる 

          -zip(.zip) 
          -tar(.tar.gz) 
          -not compress
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SMOKAの現状
データ請求システムの改良(2014/7/1)

1.個々のデータを圧縮
2.請求データ全体を１つにまとめる
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SMOKAの現状
フレーム数検索公開開始(2014/6/8)

・指定された座標で観測
が行われたフレーム数、
フレームIDを検索

・検索可能な観測装置 
     S-Cam 
     2k CCD

(ただし、位置較正されてい
るフレームのみなので他の
検索と併用してください)
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SMOKAの現状
全天モニタ画像公開システム運用開始(2014/3/20)

http://ozskymon.nao.ac.jp・全天モニタ画像(JPEG); 
  撮影した翌日に公開
-岡山(1分ごと) 
-広島(2分ごと)

・ユーザ登録はSMOKAと共用 
(検索結果閲覧のみは登録不要)

・検索条件
-日時, 昼夜 
-恒星時, 撮影時刻 
-月, 惑星の有無

・今後 
 -晴曇の判別などの機能増強



このような動画を作成するための画像が検索可能。 
動画の作成方法などについてはWebページを参照
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SMOKAの現状
HSCエンジニアリングデータ公開開始(2014/2/14) 
※FITSヘッダが整備されていないため別枠で公開
・観測データ; 
    -2012年度のエンジニ 
     アリングデータ(8/4 
     現在 714shots)
・検索条件 
     -観測日 
     -天体名  

http://smoka.nao.ac.jp/ENG/index.jsp

・今後 
   -HSCによる共同利用観測     
    データの公開開始 
    (2015年9月)
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SMOKAの将来計画
・今後の計画 
    -新規装置のデータ公開; すばる/HSC(2015年9月) 
    -位置較正済データの追加提供; すばる/S-Cam, 木曽/ 
     2kCCD, 木曽/KWFC, MITSuME/MTO, MITSuME/MTA 
     ほか 
    -移動天体検索の強化; 将来的には発見支援(軌道要素入力) 
     を可能に
・将来計画 
   -新規装置のデータ公開; MITSuME/OAOWFCほか 
   -品質評価指標を用いた検索;  
              検索できる指標の追加・検索可能装置の拡充 
   -カタログ作成; 各装置画像で検出された天体カタログ
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SMOKAの利用状況
・ユーザー登録数(単年度登録) 
149名(2014/8/4現在)

・データ請求 
   104~105フレーム/月 
   100~1000GB/月 
すばる/S-Camが多い
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SMOKAを利用した成果
・SMOKAを利用した論文 
  2003-14; 160本 (8/4現在)
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http://smoka.nao.ac.jp/about/publish.jsp
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SMOKAを利用した研究成果
1.SMOKAのデータのみを利用;12

太陽系 3, 恒星 2, 近傍銀河 1, 
宇宙論 3, その他3

2.主要データ(の１つ)として利用; 46
太陽系 2, 恒星 6, 近傍銀河 8, 
遠方銀河 19, 宇宙論 7, その他4

3.補助的なデータとして;91
太陽系 3, 恒星 17, 近傍銀河 18, 
遠方銀河 39, 宇宙論 13, その他1

4.比較・較正データとして利用;11
太陽系 6,  近傍銀河 1, 遠方銀河1, 

宇宙論 3

主要データの
１つとして 46

SMOKAのみ 12比較・較正データ
として 11

補助的なデータとして 91

太陽系 8その他 8

宇宙論 26

遠方銀河 59
近傍銀河 28

星 31
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SMOKAを大いにご利用ください。


